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福
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お
け
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汚
染
水
問
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に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
福
島
県
内
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
も
深
刻
な
事
故
が
起

き
た
。
今
尚
、
一
日
三
百
ト
ン
も
の
汚
染
水
が
海
洋
に
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
本
年
八
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
政
府
と

し
て
、
右
の
事
実
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
し
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

本
年
九
月
七
日
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
福
島
第
一

原
発
に
つ
い
て
「
状
況
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
、
「
福
島
第
一
原
発
の
港
湾
内
の
〇
�
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
内
で
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
右
の
ス
ピ
ー
チ
は
誰
の
責
任
の
下
草
稿
さ
れ
、
作
成
さ
れ

た
の
か
。
担
当
省
庁
並
び
に
部
署
、
そ
の
責
任
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

二
の
ス
ピ
ー
チ
に
関
し
、
決
裁
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

四

本
年
九
月
十
三
日
、
東
京
電
力
側
か
ら
「
今
の
状
態
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
」
と
、
安
倍
総
理
の
ス
ピ
ー
チ
を

真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
発
言
が
出
て
い
る
。
右
に
対
す
る
安
倍
総
理
の
見
解
如
何
。

五

安
倍
総
理
は
本
年
九
月
十
九
日
、
福
島
第
一
原
発
を
視
察
し
た
際
に
も
、
汚
染
水
の
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
範
囲
内
で
完

全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
右
発
言
と
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
お
け
る
安
倍
総
理
の
ス
ピ
ー
チ
に
あ
る
、
福

一



島
第
一
原
発
の
状
況
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
、
汚
染
水
の
放
出
は
決
め
ら
れ
た
範
囲
で
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
と
い
う
根
拠
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

六

福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
が
、
安
倍
総
理
の
認
識
に
あ
る
一
定
の
範
囲
内
を
超
え
、
広
く
海
洋
に
漏
れ
、
汚
染
を
拡
げ
て

い
る
と
い
う
事
実
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


